


















































































































































































A子の通っていた T市立T中学校は， 1学年8クラス程度の規模で， A子
の通っていたK小学校のほか O小学校と H小学校から生徒が集まる。
中学校の A子の出席状況を見ていくと，中 1は 皆勤であった。中 2の3











































































































C子がリーダー格であり， F子は， C子に影響された。一方， C子とF子以外
の5人は，それほど勝負にこだ、わっていなかった。この「楽しみ重視派Jの人
間関係を見ていくと， D子とB子とが特に仲がよく， A子とB子とG子は，一

































辛い気持ちを抱えていた A子は， 2' 3日，学校を休む。クラス担任であ
-240 (474）ー
りパスケ部の副顧問でもあったK先生が夕方， A子の自宅を訪ねてくる。そ







3. 3. 3 中3( 1996年）








































































































































































































































































































3. 3. 3. 3 中3の2学期
2学期になると，学校に行かねばというプレッシャーを再び感じはじめる。



































































































































んど毎日， 4' 5時間働いた。 8月の終わりに6万円強のアルバイト代をもらっ
たが，日本で使う暇はなく，ヨーロッパでの生活費の一部となる。この夏休み









































































































































ぎない。なぜなら， A子は 中3の夏休みに 3年生パスケ部員の引退試合に
行って，楽しく過ごしている。 A子を電話で誘ったのは，不登校のきっかけを
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